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平成２３年１月 全国百貨店売上高概況 

平成２３年２月１８日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ５,５４１億円余 

２．前年同月比     －１.１％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ９０社 ２５９店 （平成２２年１２月対比－１社・－２店） 

４．総店舗面積     ６,４３８,１５３㎡ （前年同月比：－２.９％） 

５．総従業員数     ９２,６２４人 （前年同月比：－５.８％） 

６．３か月移動平均値   6-8 月 －３.５％、7-9 月 －３.１％、8-10 月 －２.５％、 

              9-11 月 －１.６％、10-12 月 －０.６％、11-1 月 －１.１％ 

 

  ［参考］平成 22 年 1 月の売上高増減率は－５.７％（店舗数調整後） 

 

【１月売上の特徴】 

３か月連続の前年同月比マイナスであるが、減少率は小幅でほぼ前年並みに推移した。 

１月は、このところの景気の持ち直しによる消費マインドの改善を背景に、年初からスタ

ートした冬のクリアランスセールが好調に推移し、東京や横浜など好天に恵まれた地域では、

冬物重衣料をはじめとしたファッション商材を中心に活発な動きが見られた。一方、記録的

な大雪となった北日本や日本海側など地方都市では、入店客数に影響を受けて多くの店舗が

苦戦するなど、商況そのものは比較的堅調であったものの、主に天候要因で明暗が分かれる

結果となり、最終的には全国トータルで前年実績を若干下回ることとなった。 

 具体的な動向としては、一部改装店舗の面積減や休日数の１日減(元旦と土曜日の重複)などマイ

ナス要素がある一方、正月恒例の福袋が全国的に注目を集め完売するケースが多く見られた

こと、改装や増床を終えた店舗が業績を伸ばしていること、家庭生活の充実を図る意識の高

まりから食器や台所用品(その他家庭用品４.０％増)が好調を維持していること、外国人売上も２か月

連続で前年をクリア(３.１％増)したことなどのプラス要素が報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 冬型の気圧配置が続き､日本海側では降雪量の最大値を記録した一方、太平洋側では晴れの日が多く 1 月の少雨

記録を更新した。また断続的な寒気の影響で 1 月としては`86 年以来の全国低温を記録した。 

(2) 営業日数増減    ３０.０日（前年同月比±０.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計    １１日（    〃   －１日・土曜１日減／元旦と重複） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 

     ①増加した：４１店、②変化なし：３２店、③減少した：５６店、④不明：４６店 

  (5) １月歳時記（初売り、冬の全館ｾｰﾙ、成人の日）の売上（同上） 

     ①増加した：４１店、②変化なし：４６店、③減少した：３２店、④不明：５６店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 

     ①増加する：２２店、②変化なし：６９店、③減少する：３２店、④不明：５２店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 554,181,470 100.0 -1.1 (  -2.8)
10都市 355,429,501 64.1 -0.2 (  -1.1)
札幌 13,528,442 2.4 -5.5

仙台 7,383,319 1.3 -4.8

東京 136,015,620 24.5 1.4 (  0.3)
横浜 31,369,199 5.7 1.9

名古屋 33,308,644 6.0 -0.6 (  -3.3)
京都 22,140,774 4.0 -2.7 (  -5.1)
大阪 67,880,354 12.2 -0.7

神戸 15,681,968 2.8 -0.6

広島 13,248,110 2.4 -2.4

福岡 14,873,071 2.7 -2.8

10都市以外の地区 198,751,969 35.9 -2.5 (  -5.7)
北海道 3,182,607 0.6 -2.9 (  -19.7)
東北 10,518,604 1.9 -6.8

関東 95,352,938 17.2 -1.9 (  -6.3)
中部 15,413,752 2.8 -4.7 (  -11.9)
近畿 18,448,757 3.3 -0.3

中国 14,078,441 2.5 -3.2

四国 11,295,972 2.0 -2.2

九州 30,460,898 5.5 -2.6 (  -3.8)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 554,181,470 100.0 -1.1 (  -2.8)
紳士服・洋品 47,557,138 8.6 0.0 (  -1.9)
婦人服・洋品 154,551,932 27.9 -1.6 (  -4.1)
子供服・洋品 16,061,059 2.9 -6.1 (  -7.2)
その他衣料品 15,223,138 2.7 -7.2 (  -9.8)
衣　　料　　品 233,393,267 42.1 -2.0 (  -4.3)
身のまわり品 72,412,969 13.1 -0.5 (  -2.6)

化粧品 24,754,774 4.5 0.7 (  -0.5)
美術・宝飾・貴金属 19,887,638 3.6 -4.2 (  -5.5)

その他雑貨 22,905,885 4.1 -3.2 (  -3.5)
雑　　　　　　貨 67,548,297 12.2 -2.1 (  -3.0)

家　　具 6,518,801 1.2 -5.0 (  -6.4)
家　　電 1,578,732 0.3 4.8 (  4.5)

その他家庭用品 18,255,972 3.3 4.0 (  2.6)
家　庭　　用　品 26,353,505 4.8 1.7 (  0.3)
生　鮮　食　品 26,714,026 4.8 -1.1 (  -2.0)

　菓　　子　 32,625,933 5.9 -0.9 (  -1.7)
　惣　　菜　 27,329,191 4.9 -1.4 (  -2.1)

その他食料品 37,973,673 6.9 2.2 (  0.6)
食　　　料　　　品 124,642,823 22.5 -0.1 (  -1.2)
食　堂　　喫　茶 14,639,800 2.6 -3.6 (  -4.6)
サ　ー　　ビ　ス 5,157,932 0.9 -3.7 (  -6.1)
そ　　の　　他 10,032,877 1.8 12.9 (  12.2)

商　　　品　　　券 19,053,062 3.4 20.6 (  19.7)

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

    総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2011年01月

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※
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Ⅱ．地区別の動き  

 

  １．１０都市売上動向       －０.２％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向  －２.５％（   〃   ／４３か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －０.２ －０.２ ３か月連続マイナス 

札 幌 －５.５ －０.１ １１か月連続マイナス 

仙 台 －４.８ －０.１ ２か月連続マイナス 

東 京 １.４  ０.３ ２か月ぶりプラス 

横 浜 １.９  ０.１ ３か月ぶりプラス 

名古屋 －０.６  ０.０ ４か月ぶりマイナス 

京 都 －２.７ －０.１ ３か月連続マイナス 

大 阪 －０.７ －０.１ ６か月連続マイナス 

神 戸 －０.６  ０.０ ６か月連続マイナス 

広 島 －２.４ －０.１ ３５か月連続マイナス 

福 岡 －２.８ －０.１ ３０か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －２.５ －０.９ ４３か月連続マイナス 

北海道 －２.９  ０.０ ３か月連続マイナス＊ 

東 北 －６.８ －０.１ ３４か月連続マイナス＊  

関 東 －１.９ －０.３ ４３か月連続マイナス 

中 部 －４.７ －０.１ ３４か月連続マイナス 

近 畿 －０.３  ０.０ ２か月連続マイナス 

中 国 －３.２ －０.１ ３２か月連続マイナス＊ 

四 国 －２.２  ０.０ ４３か月連続マイナス 

九 州 －２.６ －０.１ ４１か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 

から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

  主要５品目では、家庭用品が２か月ぶりのプラス。マイナスは衣料品、身のまわり品、雑 

貨。食料品が－０.１％の微減となった。また、化粧品と家電が２か月ぶり、その他食料品 

が６か月ぶり、その他家庭用品が４か月連続のプラスとなり、紳士服・洋品が前年並み 

(－０.０％)となった。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１.１ ― ３か月連続マイナス 

紳士服・洋品 ０.０  ０.０ ３か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －１.６ －０.５ ２か月連続マイナス 

子供服・洋品 －６.１ －０.２ ３か月連続マイナス 

その他衣料品 －７.２ －０.２ ３５か月連続マイナス 

衣料品 －２.０ －０.９ ３か月連続マイナス 

身のまわり品 －０.５ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

化粧品 ０.７  ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －４.２ －０.２ ４７か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －３.２ －０.１ ３８か月連続マイナス＊ 

雑貨 －２.１ －０.３ ３５か月連続マイナス 

家具 －５.０ －０.１ ３８か月連続マイナス 

家電 ４.８  ０.０ ２か月ぶりプラス 

その他家庭用品 ４.０  ０.１ ４か月連続プラス 

家庭用品 １.７  ０.１ ２か月ぶりプラス 

生鮮食品 －１.１ －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

菓子 －０.９ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

惣菜 －１.４ －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

その他食料品 ２.２  ０.１ ６か月ぶりプラス＊ 

食料品 －０.１  ０.０ ６か月連続マイナス 

食堂喫茶 －３.６ －０.１ ３か月連続マイナス 

サービス －３.７  ０.０ ２か月連続マイナス 

その他 １２.９  ０.２ １０か月連続プラス 

商品券 ２０.６  ０.６ ２か月ぶりプラス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


